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農民連は貨幣経済の後透に対応してナタネ・締・ウル  

シ・餐衣・茶・薪炭などの副業生産を行ったり，搾油・  

製糸・木竹製品・基製品などの奥底，あるいは大工・屋  

根ふきなどの骨紫，大都市・地方都市の問屋への出稼ぎ  

や産地間兇へのパートタイム就業を行っていた。それは  

農民連の営農を山様な状態から離れさせる作用力となる  

といえるであろう。しかしその反対のこともいえる。商  

薬の建繭的秩序を腐食させるような展開もあくまで米本  

位制的ノト百姓の血・様な生活経済と生活文化の上に発った  

展開であった。塵来賓本義魂を彼等を土地から切維して  

まで生み出さないという枠組みの申に留ったからこそ，  

建前約体制と相克あるものとはならなかったのである。   

明治維新以降，我一考は欧米蓋望の文明・文化・経済・政  

治の摂取をはじめるが，その場合も央張りこの理念との  

両立が強く激浪された。水田と米作は民族の基盤であり，  

その上に欧米彗望産業資本立教を育成して衆せようとする   

1．問題への視座  

我図の農薬ほ永日ヨ米作本位であった。否，その農業を  

馴台にして成熟せしめられた日本の文化・文明あるいは  

繚済・政治ほ，米本位制の上において形成せられた。近  

世江戸期には商楽資本が経済を肇蘭するが，だからと  

いって水闇米作を中軸に構築せられた小百姓韓済を破壊  

するものではなかった。商業資本の展開が淡紫秩序・戯  

村税序をおびやかしたことは確かであるが，幕藩政治体  

制と農村炎落体剃の問の建前的連結構遷は尊亜され，経  

済政策の基準ほ古代中国から導入されてきた均分的土地  

保有・井田之法・隣保的骨膜鳩首司が理想とされた。饗す  

るに農民が一棟に「健康な小官姓」としてあることが建  

前的にはよしとされていた。   
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とも呼び，「万掘」（鈴舵市閣部），「掃射乳」（大安町久下）  

「間歩」（北勢町治閏）の漢字があてられている記録をみ  

る。  

トンネルの方腎からの転月如こ由来するからであろうか。  

地下永を集める横井戸のみでなく，暗渠をともなう水路  

やサイフォン（臥越樋〉 をともなう水路も，しばしば  

「マンボ」と呼ばれる。これを区別するために，前者を  

「基水マンボ」または「メクラマンポ」といい， 後者は  

「導水マンボ」と呼びわけをすることもおこなわれる。  

もっとも「炎水マンボ」というものの，河川伏流水の暗  

渠による集水はどう扱うかなど，分類もややこしい。こ  

こで扱う「マンボ」は「銀水マンボ」，なかでも地下水  

泳を掘りあてる構外戸を立とする。  

「マンボ」ほ水利技術における歴史的遺産だとおもう。  

しかし，近年における大聖水利施設の開発や動力揚水の  

普及，加えて都市化や上水遺の應備によって，次節に廃  

棄される動きがある。のみならず，不黎な出水，過客，  

陥没など，いわば災聾に数えらゴtる臍勢さえみられる。  

しかしなお水閏遊楽に機蘭しているものは多い。  

ものであった。昭和恐悦から総力戦経済という難事もこ  

の基盤を窓織することによって施服されようとした。近  

年の飽食時代のなかでも，また米作の所得的位俊がもは  

やとるに足らないところに押下げちれても，さらに米作  

の供給能力に比し常賓が不足しても，なお水田と米作は  

前記基盤としての濃紫性を失っていない。   

以上の次節で，水利をはかれる土地はことごとく水田  

化し，米作に饗する，というのが「風土の自己了解」と  

してのiヨ本人の意志 にだわり点）であった。我償の風  

土岬山岳に包まれた小盆地彗望の地勢と四隣畷海の土地  

が強い季節風下におかれた多問－は水田造成と米作に  

適していたが，現実の水利・水田造成・米作は－そう  

したなかで必ずしも水利に恵まれなかった場所でも鵬  

極限的に追求された。そ・して地勢偶に水利に恵まれない  

ところは溜池や溺首エと雑損網の精緻な遊成によってま  

た渓流水や天水による棚田によって。こうした水利努力  

の－一つとして鵬否水利努力のぎりぎりの極致として窮  

状台地の「マンボ」がある。それは江戸期に技術が開発  

され，明治になってからさらに潜及をみた。そ・して現在  

も利用されている。この論文の共著者・池ほこのマンボ  

の造成過薇をとおして我国の水利・水田造成・米作への  

こだわりの極限点を示そうとした。以1rのマンボの骨牌  

文化がすなわちこれである。  

3．「マンボ」の構造   

「マンボ」ほ，その多くが騙状地の洪積離也に敷設さ  

れている。   

いま，その敷駿密度の商い鈴鹿西部翻也についてみる  

と，この台地は内部（ウツベ）慶線を北限に，御幣（オ  

ンベ）川趨線を西南限として，40～220mの標霧をもち，  

平均勾配ほ0，7％～1．0％である。   

幾層は大部分腐植上に稽われているが，地質からは第  

3紀層（奄芸層群）を基盤に，その上に高位段丘礫層  

（埋没），さらに上層に中位段丘礫層が蕊なっている。   

このうち，中位段丘礫層・捜没高位段メ習礫層が，自由  

地下水の滞氷層になるが，とくに後者が本水（ホンミ  

ズ）の主賓な帯水層となっており，「マンボ」はこの層  

にむかって敷設されていが）（図）b  

「マンボ」の掘り方は，まず30～50m聞かくに竪井  

戸を掘り，次に隣どうしの竪井戸を迎丁字彗盟に，0．8％  

ぐらいの勾配をもった横井戸（導水渠）でつないでいく。  

横穴は帽0．6～0．9m，高さ1．0～1．2mぐらいで，人  

がかがんで通れる準魔のものが多い。竪井戸の深さは，  

－F流部では2mぐらいのものであるが，上流に進むに   

2．「マンボ」の概念  

三登県の鈴鹿山系粟粒ぞい，正確には只野川から安楽  

川に区切られる儲状台地の部分に，「マンボ」と呼ばれ  

る構造物による地下水利用の水田瀧漑が，かなりの密度  

で存在する。とくに鈴鹿市酉郵と北勢町弼下客・治狙お  

よび大安町月・生川一石樽地馴こ襟度が商い。   

小柳・菊池（1941）1）は，鈴鹿台地においで当時機能  

していた「マンボ」23，廃寮されたもの4について，詳  

細な調査を実施している。筆者の朋恋では1964年鄭軋  

阿下番台地で24本の「マンボ」が掘られていた。   

ここで「マンボ」と呼ぶものは，地下水を集める寮掘  

り械井戸の川種である。語源は明瞭ではないが，「全図  

方雷辞典」2）によれば，隠退・トンネルの方酋で，その  

分和ま新潟県岩船郡を北限とする北陸一滞，衆隠 三波  

県北部，滋賀県柴田郡に及ぶという。   

三蛋県では「マンボ」のほかに「マプ」個弁地域）  
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“マンボ”の模式断面図3）  
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（1）丘陵地の水田開発   

党にみたように，三蕊県下における「マンボ」敷設は，  

鈴鹿山系磯魔の扇状地に密度滴くおこなわれ，丘陵地水  

田開発に機能している。   

鈴鹿市西部台地についてみると，前述のように鈴鹿山  

系から楽流する内部川・御幣川に狭まれた扇状台地であ  

るが，両川共に水源が浅くて永覚少なく，加えて河床が  

砂礫質のために多くは伏流水となって，衷流水ほ棲めて  

貧弱である。さらに台地土壌は衷層が轟ポクに覆われ，  

その下層は砂礫の洪礫層で，多孔質のために漏水が甚し  

い。   

したがって，水路の敷設にも漏水が大きい。溜池の掘  

婁にも漏水防止の附雉がともなうのみでなく，集水面載  

が狭いから効率の低いものになる。溜池捕虜も幾度か就  

みられたらしいが，堤だけを残して田畑になっている弥  

をみることができる。もっともこの中には，「マンボ」  

開発後に廃棄されたものもあるという。   

このような条件のもとで，藩政昭代から水利開発に多  

くの努力が投下されてきたことはいうまでもな．い。水利  

開う酎こ盛力した先覚は附こ滴られる。さほどに深刻で  

あったのである。にもかかわらず，台地の水は充足され  

ず，古田もまた常に畢魅の危機にさらされてきたのであ  

る。2例の関連革麟を示す。  

a）種与左衛門園侶d）本部深溝付こ生ル。岡村ハ古  

楽耕地ノ用水二乏シク，年々翠番ヲ東リ村民ノ困難  

甚シカリシカパ，氏之ヲ慨キ寛文三年（認1663，鈴   

鹿郡野史5）では常治三年＝1660）資産ヲ投シ，三蕊  

川ヨリ用水ヲ通ズル凝サ仙・長邑余ノー大帝ヲ開聖シ   

したがって深くなり，償い「マンボ」では8m以上に  

適するものもある。  

「マンボ」の反さはいろいろである。鈴鹿台地では短  

かいもので暗腹部が67m（山本新田マンボ），濃いもの  

は実に3，462m（池田子マンボ）にも透するものがあり，  

全体では，暗渠那1lm以上のもの5本，0．5～1kmの  

もの7本を数えている㌔   

竪穴・横穴ともにいわゆる嚢掘りで，木材やコンク  

リートなどでおこなう輔独工輩ほ…切しない。もっとも  

明張郵と暗渠郡との結接点などで崩壊を防ぐために，古  

いものでほ石碩みで，近ごろではコンクリートで補強し  

てあるものが，本来の工法は紫掘りが原型である。それ  

にもかかわらず，本来の如く敷籠他の地繋が洪蔑瀾で，  

礫に富み東壁が堅いので，もちろん崩落が絶無でほない  

けれども，多くのものが敷設以来100年にも適しようと  

する今日なお，健か年1回の汝課程魔の管理で，立派に  

機能している。  

4．「マンボ」による水田経営   

「マンボ」は地下水を集めて，これを自然に流出する  

機能をもつ。したがってそ町敷設目的は水田瀧漑に限ら  

ない。飲用があり，飲用と維漑の兼用がある。北勢町や  

大安町の「マンボ」を観察すると，歴史的にはむしろ飲  

用目的のものが先行するかとも思われるが，ここでは飲  

用にほ深く立ち入らないことにする。  
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たがって，「マンボ」ほ南東部斜酢こ集中する。   

阿下番台地の「マンボ」は，「上井水」「下丼水」の水  

路が水を引かない季節には瀾れるものが多いという。こ  

れからみると，「マンボ」の水は東北部の小きい丘陵か  

ら流れる地下水のほかに，2本の水路灘麗による惨透水  

を強める構造になっているらしい。   

おおよそ阿下番台地の「マンボ」は集約的である。阿  

下客来町では，「マンボ」によって離漑された水損の下  

に「マンボ」が掘られて第2段目の水田が開かれ，その  

また下が掘られて3段目の水田が造られる，という構造  

がみられる。   

以上のように，河川や溜池や水源を求めることの閑雅  

な丘陵地の水田開発に，残された水源が地下水であり，  

その取水手段の…〃つが「マンボ」であったのである。  

「マンボ」開発によってどれ位水田が増加したかを，  

数蕊的に把握することは容易ではない。後に述べちれる  

ように，「マンボ」開発で台地の水不足が完全に解消す  

るわけでほない。したがって田畑輪換方式がとられたり，  

蚕の紫気がよくなると桑園に転換したりして，水稲作付  

はむしろ減少したりする。鈴鹿台地でほ昭和14～15年ご  

ろ「マンボ」に依存する面積は200町1）という。この中  

には眈成田補給水もあるであろうから，その総てが増加  

商機といえないにしても，水損開発を促進したことは椰  

爽である 

ほ）揚水労力のいらない地下水利用  

「マンボ」の横穴は，0．8％ほどの勾配をもつかち地下  

水は自然流出する。   

自然流出はイネにとっては常に冷たい地下水にさらさ  

れる欠点をもつ。「マンボ」の水温ほ流山口で15～160c  

であるからだ。もっとも両度「温め田」に貯水すれば，  

稲作期間は容易に水温は上昇するのであるが，大部分が  

麗接室綴擬されるのが爽態である。したがって，水口では  

しばしばイネの出来おくれがみられる。   

自然流出はこのような欠点をともなうが，揚水労力が  

いらない。これは同じ地下水利用の竪井戸に比較すると  

き，人力揚水段階では際立った樽緻になる。   

三蕊県中南部の絨川と宮川に挟まれる丘陵地は，やは  

り水利がわるいために開発がおくれ，南勢畑作地帯と通  

称されていた。この他城の水田開発にほ，深井戸が掘ら  

れ揆ね釣瓶で揚水されていた（汲み悶）。このうち宮川   

《今出川卜云フ》，本村ハ勿論隣村紳磐村広瀬村上  

田村高宮柑ノ五ケ村村民ノ囲雉ヲ救ヒ，且盛挙ヲシ  

テ盛ナラシメタルハ偏二園侶ノ効ナリ。然ルこ元禄  

十二年（＝1699）十血月三日七十山故ニテ準ス。同  

年十二月城主ノ許可ヲ受ケ，同人ノ盗魂ヲ柑社神明  

牡ノ傍ラニ奉祀シ，水神社卜咽へ本社ノ来社こ列シ，  

今二毎年十一月三日祭式ヲ挙行セリ（p．163）。   

b〉 炎弓濃左衛門治東4〉 慶巌十二軍（1607）三月十  

五目鈴鹿那伊船柑二生ル。本村閲ヨリ貧相ニシテ農  

民ノ園窮シカリシカバ，氏之ヲ憂へ兜文五年   

（1665）郡監二訴ヘテ…常余人夫ヲ乞ヒ，且牒型ヲ  

似テ数千ノ人夫ヲ聯ヒ，数閏月間風こ櫛り，開に浴  

シ，ヨク其ノ夫役ヲ監督シテ今盟ノ粟澗ヲ箪キ留メ  

テ山大溜池ヲ作り，写楽野古田荒所八十三石余ノ内  

六十七石余ノ田地ヲ開拓セリ。今所溺新田村井二新  

溜弛龍筒池コレナリ。此地タル東西百十山間絢北七  

十二間周囲五百八十囲間ノ大池ニシテ，独り本村ノ  

魔漑ヲ傾セシノミナラズ，延テ広瀬柑津肇村汲川原  

柑庄野柑高宮村へ水利ヲ与ヘシコト少カラズ。  

外二番百八十山石余ノ新畑ヲ関盤セリ。又発文七  

丁末ノ年（1667）治磨郡監二告ゲ，三千余ノ丁役ヲ  

乞ヒ野田用水ノ盛メこ尊城山ノ下二於テ戌十二間商  

二間根傲馬蹄二間大石ヲ以テ取巻トナシ，御幣川ノ  

水ヲ立テ鶴箇池二移サント慾シ，成さ七百聞余ノ非  

溝ヲ掘り功ヲ秦ス。（中賂）  

寛文戊申年（1668）七月十＝日六十二歳ニテ奉ス。  

同人開拓ノ字新田卜称スル処こ碑ヲ建テ勒シ，氏神  

卜骨シ毎年七月十二月ヲ以テ祭式ヲ施行シ来リシガ，  

慶応元年城主鋸句守成之公ヨリ神号ヲ賜ハリ，炎弓   

神社卜骨ス。（以下静，p．163）   

北勢町・大安町の台地についても，鈴鹿務台地と類似  

の条件にある。その山つ北勢町阿下審台地についてみる  

と，この台地は南西部を戯弁川に，西北部を員弁川の支  

流鎌田川に，北部を鎌田川の支流只野川で，東部を大石  

谷川で区切られた，伏せた摺鉢状の扇状地である。地質  

も衷層は礫を含む熊ポク，その下層が淡礫登，3層は三  

紀層の督岩となっている。   

この台地の水利は，貝野川から引く「上井水」（勝沢  

で取水）と「下井水」（飯倉で取水）の2本の水路に  

よって，台地西北部の水1君が液漑されている。しかし，  

台地商東灘は河川瀧漑の傾がない。困姓なのである。し  
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流域に近い野依地区では，昭利34年（1901）の「蒸気ポ  

ンプ揚水が導入され，これが周辺に普及する6）。蒸気動  

力は大正末年にほ魔動機に替り，この電気揚水は戦後，  

とくに昭利30年代にいたって急速に普及し，開田化が著  

しく進む。   

揆ね釣瓶による潅水蕊は「一日の水盤山反歩に付人介  

入釣瓶にて八九宙より山千五官即ち六十四石乃至九十六  

石を要し，勤勉なる農夫にして山人の耕作面薇は山反五  

畝歩を起ゆるを得ず，老幼併せて平均七人蕊歩の家族を  

有する同大字（野依〉 山磯家の作付反別ほ低かに六七反  

歩に過ぎず」7）といい，したがってそれが盈労働であっ  

たことはもちろん，水汲み労力の多少が稲作商機の広狭  

を規定した。  

（3）稲作を規定する水盛一胃痛輪換方式の展開  

「マンボ」潅漑が揚水労力の税別がないからといって，  

稲作規模をにわかに拡大できるわけではない。規制条件  

は氷袋にある。   

いうまでもなく，「マンボ」の基水能力は阿山ではな  

い。中には期待に反して水が山ず廃盤されるものもある。  

小柳・菊池1）の邪恋で机 水蕊の多いものでは222．35  

1／sec．（伊船新田マンボ），少ないものでほ6．401／sec．  

であった。当然潅漑可能面積は異なる道警‡！である。  

「マンボ」水駄は降水澄の影響を受け，必ずしも安産  

していない。岡山「マンボ」でも科こより季節によって  

変動する。たとえば，‡㈲細川年は絹が少なく，15年は前  

年より多かったのであるが，小柳・菊地1）の鯛窓で14年  

8月：15年8月でほ伊船新田マンボで202．31：222．35  

1／sec．と比磨的安産しているのに対し，八王子マンボで  

は39．80：152．351／sec．と大きく変異している。   

季節的には，冬季の1～3月は強水蕊が梅めて少ない  

かまたは全然なく，4月以降爾が多くなると次第に増水  

して，7～8月に敢鉛こ適し9月以降漸減する，という  

のが一般の形であるが，これも開の季節分布の変化によ  

り変動する。   

このような絶対水鹿の不足や，基水魔の年・準節によ  

る変輿に対応して，稲作面糖は調節せざるを得ないし，  

年によれば…たん作付した稲田も削減しなければならな  

い事態が起こる。この種の水田ほ必然的に畑転換をする。   

鈴鹿台地では早くから田畑輪換作付方式がおこなわれ，  

山林笛木，桑苗木，里芋，うどなどの特産地となってい   

たし，大正期の養家敷気の時代には広汎に水口桑園に転  

換した。近年ではこれが花水や芝の生産地になり，かな  

り大規模な企業的骨戯体を展開しているB）。   

南勢畑作地域も，潅水労力に余る水田ほ古くから田川  

輪扱がおこなわれてきた9）。ここでは揆ね釣瓶揚水が動  

力揚水に進展することにより，労働集約的なやさい栽堵  

の拡大へと発展した。あるいほ，このやさいを酬勿に加  

エして大阪市内で麗販する，付加価偶を取得する禅骨も  

みられた10）。  

（4）稲作を規制する水盛一水稲濾水直様方式一   

水畿の不足は水稲の特輿な栽培方式，「水稲湛水鮭猪  

方式」を生んだ。すでに経営したように11），鈴鹿台地で  

はかなり早くから湛水鮭撒栽培がおこなわれ，大正10年  

代の全圃的な直撒ブームの契機ともなったのであるが12〉，  

昭利30年代までほ産着していた。この方式の開鰍ま，水  

稲作付時の代かきにともなう多数の水確保が，「マンボ」  

用水では十分ではなく，その配分を直撒と移植の両方式  

によって済鷹することに，目的があったと考えられる。  

したがってこの酎番方式の開発も，「マンボ」開発と時  

期を同じくするものではないかと推測するのである。   

代かき氷は，血般に稲作期間金必要水魚の50～60％を  

消費するといわれるほどのものである。この台地は多孔  

質の土壌のためにとくに念入りな代かきがおこなわれた  

から，多数な水が必賓であったであろう。しかも代かき  

氷は時を同じくして消費されるうえに，それが「マン  

ボ」銘水数のまだ少ない春先の季節に炎申する。そ・の充  

足が難しいことは，溜地利用と比較すれば容易にうなづ  

ける。   

血走厳しか流出しない「マンボ」の水を利用して水稲  

作付葎了桟を拡大するためには，代かき時期を分散する必  

要がある。しかも，その分散が作付時期を遅らす結果に  

なってはいけない。ここに，腱捕と移植の両方式採用が  

嵐択された と考えられる。したがって，「マンボ」准  

漑面積の全部が直接ではない。敵播牲 多い例では65％  

というものもあるが，普通は50％ないし33％である。   

こうして発生した湛水渡播方式がその土壌が多孔質で  

透水性のよいことで発芽が安産し，地下水潅漑のため雑  

草学監生も比校的少ない，などの灸件に支えられ，こう  

いった基本要因の上に，淋まきによる倒伏防止，レンゲ  

鋤込みによる漏れ抑制と肥料蘭約，などの適応寮園を加   
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手シタル研こシテ県庁亦大二奨励保護スル所アリ酉渾馬  

耕法ヲ施シ現今（明治17年5月）スデニl墜H一一丁八反余  

歩ノ耕地ヲ得ルニ及」15）ぶのである。   

また，広瀬野在住の3代紋く井戸堀職人伊藤三好  

（1907～1966）氏によると，祖父の文政（1847～1916）  

は旧小山田村（祝園目市々）から入植しているが，元士  

族の磐田（後代は大阪に出た）という人に雇われて，酋  

新田マンボ（明治25年ごろニ1892）や大正マンボ掘った  

という。   

しかし，士族の末簡も裾放して現在3声が居住するに  

すぎず，桑名薄からの伝播を証する紀録も見当らない。  

2）員弁地域の「マンボ」   

桑名滞は，現在の桑名市及び員弁部の略金城（山部は  

忍藩一天領）を領有するが，戯弁郎は県下でも極めて  

「新田」磯魔の商い地域である。「新軌が「古田」にく  

らペて水利権が弱く，利水に困難の多いのが通例である  

が，そもそも戯弁で水田開発がおくれた理通が，その発  

適した段丘に因るのであるから，潅漑水の確保には殊の  

ほか因嫌が多かった模様である。   

このため，乏しい谷水の取水には長い水路殿間髪が必  

姿であったし（平野新田＝1636，十社川原の大井芯  

1762），この長路にはしばしば随造を必要とした（三味  

（サンマイ）原井水）。また河川の伏流水を輿水するため  

暗渠を掘り，その導入のためにも随造が必繁であった  

（中山マンボセ1797，丹生川上井水ニ1811）。大井弁天用  

水＝1863などでは，寧賀川をサイフォンで越えて導水し  

ている。このように員弁郎の極道をともなう用水路の開  

整は，少なくとも18低紀束までは遡上できるのである。  

6例の関連軍政を示す。   

a）平野新田（北勢町）：「桑名簿祖松平延綱（藩主期  

間1634～1651年）はもっとも新田開拓に溶を注ぎ  

…‥・又桑名の人加治酒豪工門も鮭納の命をうけて山  

郷柑に平野新関を拓いているが，叉自費を以て来月  

野悟入谷から州余町（3km余）の水路を開き，五   

十余町歩の新田を適成している」18）。  

平野新田の開拓軍代は「桑名郡誌」では変永13＝   

1636年という。加治酒左工門の生存年代は，その墓  

碑によると元禄14＝1701年死亡しているので，非常  

に若年の軍楽か，かなり長命か，袈名などによる混  

同か多少疑問点がある。   

えて技術の体系が確立したものと考えられる。   

この湛水直柿栽培も30年代後半から水稲早期栽培に  

替って姿を消した。小変輸入増加にともなう水田の単作  

化が，単相を可能にすると同時に移植適期桶像拡大した  

ことが，基本的要因と考えられ，これに基盤鷹備による  

漏水減少や，前述の花水等の畑作展開による水稲作の減  

少，そして単機の多収性が加わって，移植方式を促進し  

たものとみられる。  

5．「マンボ」の開発史  

三蕊県の「マンボ」が，いつごろ開発ないし導入され  

たものかを撒る記録は，明治以降のものを除いては「治  

田村籠」13）ただ一点しか，現在のところ見当らない。こ  

れによれば一 間田家の粂（p．682…684）に新町岡田家  

に現存する「傍衆蕊受託」によると「八代日大郎兵衛  

（1841年没53才）盛挙二勉励シ，闊歩堀ヲ致シ，相中へ  

用水ヲ通ジ，従来ノ相方薮肇ヲ良関二変換ス。一村ノ公  

益不少。」とある。（問歩堀……マンボ掘り）  

1）鈴鹿台地の「マンボ」   

鈴鹿台地の「マンボ」は，小柳・菊地1）によると，地  

蔵酉マンボ（明治初年），北台マンボ（明治13年），池田  

子マンボ（明治24年）が古いものである。このうち地蔵  

一泊マンボが磯も古いものと同氏邸ほ考えている。そ・して，  

その開発に先行するものとして，幕末（年代不評）に亀  

Ll」渾名で敷設した，御幣川から取水して広漸野に至る導  

水暗渠の経験は後に至って「マンボ」堀婁上火いなる示  

唆を捷供せるものだと考えた。   

しかし筆者は，この技術が次のような理由から，桑名  

溜領から持ちこまれたのではないかと考えている。つま  

り，①明治初き郡こ閲整された「マンボ」が，いずれむ広  

漸野に躯申している。②広漸野在住の盈習力郎氏は，地  

蔵督より北台の方がより古いと宵っている。③北台マン  

ボほ桑名藩士によって計画されている1）。④桑名藩士の  

広激野間柘と年代が符合する。⑤桑名藩士に使われてい  

た井戸堀職人がいた。などの理由である。   

広瀬野の開拓は，組織的には明治3年申管民之の請願  

によって始享るようであるが1d），ここに戊申戦争で破れ  

た桑名藩士が人相する。桑名滞士は明治13年「共同結社  

シテ資金五常円ヲ拝借シ又旧藩士ノ補助二依り開賂二潜  
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田家伝来蕊宝紀」のみである。岡闇六郎兵衛正良の生年  

はわからないが，天保12年（1841）53才で没しているか  

ら，19世紀酌紫を生きたことは間違いない。その父新兵  

衡正遮（撃和元年50才）は，前記中一jlマンボを掘った岡  

田庄蔵義弘 扮家筋）と同時代を生きており，彼自身も  

中山マンボ開業の寛政9年には9才位であったことにな  

る。また彼の曽祖父5代幾右街門正客は清田鉱山山方を  

つとめ，明和3年（1766）退役している。このように  

「マンボ」掘霊の技術は，この時代にはかなり成熟して  

いた情況があったのではなかろうか。   

明確な紀録ではないが，堀悪者の生存率代からその掘  

整年代を推測できる「マンボ」が，阿下審台地に2本あ  

る。一つは「尊ノ＼マンボ」，2つは「多良平マンボ」で  

ある。  

「尊八マンボ」は潅漑用ではなく飲用水の取水である。  

手湖東尊八愛親（1722～1789）の開盤と伝えられており，  

尊八家ほ酒造業でその醸造用水に使用したものである。  

旧家であり広い地所の申を「マンボ」を通しているが．  

今は町屋になっている。地所を借りている人達には「マ  

ンボ」の上には井戸を掘らない約束があるという。  

「多良平マンボ」は潅漑用である。稲垣太仲久敏の  

掘ったものであるが，山北多良平の所有地内に掘ったの  

でこの名がついたという。そこで太伸氏と多良平氏の生  

存年代の関係をみると次のようになる。  

稲垣 太伸；1803～1859 稲垣家々系図  

山北 多良平；？～1847 山北家過漆帳   

稲垣太仰が当時生存したことは，文政12こニ1829年の差  

出帳16）に医師として登録されでいるのでわかる。   

以上，治間食他の記録と阿下轟台地の2本の「マン  

ボ」堀髪膚の生存年代からの推測が，期せずして19世紀  

前半ないし1馴捷紀中米に集っていることから，員弁の  

「マンボ」の起源はこの時期までほ遡上できると考えら  

れる。   

ただ，この技術が中東アジアの「カナート」技術と関  

連があるか，否かについてほ，明確ではない。構造的に  

は，三愛県の「マンボ」が縦井戸の交叉点において⊥形  

であるのに対して，「カナート」では」一泡1軌19）になる  

ようである。その1点を除いては，金〈構造的に等しい  

もののようである。この点については史家の考駄にまち  

たい。   

1963年現在，平野新田には地下水銘水マンボが4   

本あって，河川・溜池潅漑の補助水源になっている。  

うち6反マンボが敢も古いといわれ，その膝淑面載  

は約5haであるが，閲整年代はわからない。新田   

開拓年代より選れることは確らしい。  

b）十社川原の大井（別名下札 北勢町）：佐藤権兵   

衛（宝應12＝1762年9月1日死亡）が‡打切川から取  

水。  

C）三昧原井水（北勢町）：京ケ野開載のための川原   

五軒屋敷からの水路で，約200年舶二大垣播の大波   

（畑？）与惣工門が江州財閥の資本を導入して溜池   

を造るが，その沼地に導水する水路。田切川の断崖  

ぞいに延々3kmに及ぶ明猿・晒髄を連ねている。  

d）中山マンボ（北勢町）：岡田庄親裁弘（1753～   

1830）が兜政9＝1797年に開蓋した13）。轡川左岸獲   

地内で伏流水を暗渠で炎め，これを脊川ぞいの断崖  

に延長2．5kmの明・晴眼で導水し，中山地内25   

ha余を聴概している。地元では「中山マンボ」と   

呼ぶが，地下水基水ではなく，紀録でも「饗暗湛」  

とする。  

岡田庄蔵の躯蹟で，「マンボ」技術導入の史的側   

面から注窓を引くものがある。翁は「施政4年   

（1792）ブヨ・生川郷と境界争議起るや同族正直（1801   

年50才没）と料こ江戸に往復すること十数回」13）に   

及ぶのであるが，その帰り道で箱根山を越えるとき  

に，隠避を造り関田しているのを見て，4日ほど逗  

留してその方法を学び帰り，資財を投じて暗渠を問  

整したと伝承がある。  

その極道が箱根（探良）用水（1670年）のような  

隠遁であったのれ あるいほ地下水利用のマンボで  

あったのかほ不明である。  

e）丹生川上井水（大安町）：伊藤才山郎貞康（1767   

～18ZO）が文化8年（18‖）に済懸17）。  

f）大井田弁天井水（別名上井水，大安町）：園溶六   

郎（181卜1899）が文久2年（1862）に間髪。事賀   

川左岸に伏流水をとり，寧賀川を水越臥樋（サイ  

フォン）で渡して，右岸の大井田地内針潅漑してい  

る（因家文沓）。   

以上のような地衣水の潅漑利用国雄な条件を背教に，  

地下水利用法としての「マンボ」が開発されるのである  

が，その掘袈時代が明瞭な記録に残るのは，班昏の「岡  
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て取水の蕊の変動が大きく，水温的にも恵まれない。こ  

のため米作の骨腿形態は強度に節水型とならざるをえな  

い。   

4）節水対応は…・鼠作付した稲田の削減とすら行なわ  

なければならない事態を招く。米作の方法においては湛  

水捌番が行われる場合が多い。代かき氷がもっとも大澄  

に水を約款するかたわら，マンボの鉱水盈が容先に少で  

ある，という根拠の上に麗撒と移植とを水蕊をみて併用  

するという方式である。レンゲ鋤込みも漏水防止と肥料  

節約を目的に行われていた。また田畑輪換叩畑状態で  

の栽培作物の縁類は時代とともに変遷していったことは  

いうまでもない－をはやくからもたらした。   

大約以上のようなマンボ農法は米作本位制を基本とし  

ながらも，その限界地において阻発され美脳髄澤ある。  

こうしたマンボは人口増加と水田l那畠のギャップが江戸  

幕藩体制下に探刻となっていった過程に発生した。詔摘  

開発を水なき所へおし進めようとした努力の所産である。  

始めは水のある谷からのトンネルのサイフォン作用等を  

用いた顆水であったのが，前記のような地下溜水の取出  

に至ったのである。18牡紀噴からマンボはあった。明治  

のl礪察整重言殖・士族授産などの気運がこれを進展させ，大  

正マンボといわれるものまで続く。しかしその後虚業土  

木調薬の大型化・畑作物の地位向上・それに米早植栽将  

による永常婁の変化などがマンボの地位を低下させつつ  

ある。しかしなおマンボは利用されている。  

6．ま  と  め  

戯楽技術－－この場合土地改良技術をも含めて…ほ，  

他の経済分層と比較して，人為的創憩が風土に培凝せら  

れた歴史の上に「機盈ねられる」という色彩が強い。こ  

うした色彩を反映して農業技術の秩序形成は閲と園に  

よって，あるいは細かくは小盆地的な地域によって微妙  

に興った差を構成している。すでに1．で示したように，  

我国の偽薬技術は水口米作を健康なる小官姓の農薬経常  

の中核におき，精緻な米作を」こ地条件の絆すかぎり極限  

的にまで行わせる，ということに秩序形成慨ぽ（こだわ  

り点）をおくものであった。如何にこのことが強固で  

あったかを示す山つの視角は水利技術の展開である。   

水田米作に像莱ひいては生誓音叉化全般の下にこだわり  

点をおいたからといって，微商周辺や河川に接した低湿  

地がさほど多いわけではない。気象的には過していても，  

降雨や渓流水や地下水を導入して水田として貯溜する－一  

連の土木資本が巨大に建設せられて始めて曽「狭あいな  

可耕地に強度に周密な農民の収容」が可能となるのであ  

る。溜地や河川からの沸娼による引水によって水利の手  

当をするのはなお相対的に容易である。棚閏ですらなお  

そういえる。しかし2．～5．に示したような鈴鹿山脈米  

籠の扇状台地などでは，山方で水源がなく，他方で衆上  

と地盤が砂貿や礫質であって，水をとり貯潤することが  

超強度に困経である。しかしこのような土地でも水闇米  

作へのこだわり，米本位体制盛業は志向された。その具  

体欄が本稿で示した「マンボ」による水利と節水型米作  

である。  

1）マンボは騙状台地の自然には伏流水となって利用  

できない地下流溜水を取水する水利土木技補である。モ  

デル的には勾配のある地形に上から相当聞‡鳴で井戸を掘  

り地下溜水に述し，城外戸をもってそれらを連結させ，  

その横井戸をもってそれらを連結させ，その擁井戸（地  

下水道）によって取水された水を水田に導入する，とい  

う手の込んだ灘聴取水法である。   

2）ハネッルベなどによる揚水量産漑と比絞してマンボ  

ほ…ひとたびその土木構造が建設せられたあとは…  

取水効率がよく，それによる開田規模も大である。   

3）マンボによる取水を行わなければならない程に水  

利環境の悪い土地では，当然のことながら漏水が多く，  

潤沢な水がとれない。またその年々の陸稲の経過によっ  
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